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法 律 相 談
□ 区役所1階区民相談室
相談日は、毎週月・木曜日、午
後1時～4時
□ 第二庁舎会議室
相談日は、毎月第3水曜日、午
後1時～4時
※ ともに予約制( 電話予約可能)
≪月2回( 5日、20日) 発行≫

1
0
月
一
日
に
行
わ
れ
る
国
勢

調
査
は
、
全
国
の
約
1
億
'
‘
千

聊
万
人
に
及
ぷ
人
口
を
、
も
れ

な
く
重
複
な
く
講
責
し
ま
す
。

こ
の
謫
査
は
、
国
の
最
も
基

本
的
な
絖
計
跼
査
で
、
大
正
9

年
の
第
1
回
か
ら
数
え
て
、
今

年
は
第
1
4回
目
に
な
り
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
行
う
行
政
施
策
な
と

の
基
礎
責
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

10月1日

国

勢

調

査

調査員が各家庭を訪問しま

すの で、調査票の記入をお

願いし ます。

調
査
の
方
法

国
勢
調
査
で
は
、
日
本
に
居
住

す
る
す
べ
て
り
人
を
対
象
に
、
1
0

月
1
日
現
在
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

場
所
で
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
、

調
査
し
ま
す
。

9
月
下
旬
か
ら
調
査
貝
が
皆
さ

ん
の
世
帯
を
訪
問
し
て
、
調
査

を
配
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

1
0月
L
句
に
、
再
慶
調
査
員
が

訪
問
し
て
、
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

秘
密
は守ら

れ
ま
す

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
を
、
調
査
日
や
調
斉
関
係

考
が
ほ
か
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
や
家
庭
の
秘
密
は
し
っ
か

り
と
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
あ
り
の
ま
恚
t
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

調
査
票
の
取
り
扱
い

今
回
の
調
査
に
使
用
す
る
調
査

票
は
、
台
計
5
千
万
皎
と
い
う
ほ

う
大
な
数
に
の
ぼ
り
、
積
み
h
げ

る
と
富
士
山
の
約
2
倍
の
高
さ
に

な
る
ほ
ど
で
す
。

災
計
は
「
光
学
式
マ
ー
ク
蔽
取

装
汽
(
O
M
R
ご
と
い
う
機
械
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め

調
査
票
の
取
り
扱
い
や
記
入
に
つ

い
て
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ

し▽
調
査
票
は
、
汚
し
た
り
、
折
っ

た
り
、
丸
め
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い

▽
調
査
票
の
記
入
は
、
黒
鉛
畢
で

お
頤
い
し
ま
す

▽
マ
ー
ク
は
、
ワ
ク
内
い
っ
ぱ
い

に
、
太
く
、
忝
く
記
人
し
て
く

だ
さ
い

調
査
結
果
の
利
用

□
社
会
福
祉
で
は

平
均
寿
命
が
急
速
に
伸
び
、
老

人
問
題
は
ま
す
ま
す
箙
要
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

福
祉
、
ほ
子
・福
祉
も
埀
・要
で
す
。

こ
れ
ら
の
社
会
福
祉
施
策
で

は
。
適
切
な
現
状
把
握
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
国
勢
調
査
の
結
果
は

そ
の
重
要
な
輿
料
と
な
り
ま
す
。

□
大
都
市
の
防
災
、
環
境
整
備
に
　

人
部
巾
で
は
、
高
度
成
長
闡
の

急
激
な
人
口
集
中
に
よ
っ
て
、
防

災
空
間
や
避
難
場
所
な
ど
を
考
慮

す
る
余
裕
の
な
い
ま
ま
家
屋
密
集

地
帯
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

国
勢
調
査
で
嘔
ら
れ
る
地
域
別

人
口
や
人
口
密
度
は
、防
災
設
備
、

避
雛
場
所
な
ど
の
設
置
、
地
域
環

境
整
備
計
画
の
立
案
な
ど
に
も
欠

か
せ
な
い
資
料
と
な
り
ま
す
。

□
地
域
社
会
の
問
題
改
善
に

地
域
別
の
統
計
か
ら
そ
の
地
域

の
問
題
を
、
浮
き
彫
り
に
で
き
ま

す
。
住
宅
、
交
通
、
ゴ
ミ
や
汚
水

処
理
問
題
、
あ
る
い
は
公
共
施
設
、

医
療
施
設
の
充
実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

a
地
域
社
会
の
課
題
を
よ
り
効

果
的
に
改
善
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ

と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
方
議
会
の
議
日

定
数
、
地
方
交
付
税
交
付
金
な
ど

の
基
礎
資
料
に
も
用
い
ら
れ
ま

す
。◎

国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
出

張
所
ま
た
は
統
計
係
(
　
刪
0
1
7
1
)

へ
。

災 害
対 策

学 校
教育

保 健
対 策

社会福祉

対 策

交 通
対 策

青少年
対 策

など

調
査
結
果
は
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

あなたの声を区政に

区政を語り合う会 「住みよい足立」
について、一 緒に
考 え ま せ ん か 。

区では、区 民の皆さん
の 楠 極的 な 参 加に よ る
「開か れたI x 政」をめさ
してい ます。rr l lかれた区
政」の 第 一歩は、i・K民の
皆さん の生の宀を的 確に
把握 するこ とです。
r区政を語り自う会1

は、区長力劬〔接皆さんの意
a 兒や要望をうかがいな
がらj 調和のとれた心 曹
かなf F>みよい足 砿 の実
現を いっし 日こりえる 集

いです。
あ な たも 区 長と と も

に、住みよい 足立につい
て話し 合い ませんか。ど
うぞお 気軽にご 参加くだ
さい。
日時 一会場
ソ9月30日、午後2時　～
4時‥・産業振 興舩

Xノ10月3( ) 日、午後7時　～
9 時… 竹の 塚社会教

育館
問 合せ先 広聴 係

マイクロバスでご案内

秋 の 区 内 め ぐ り

足立の新g 哨、 都市 農
業公岡で>Å1り のt火を楽し
んでいた だくな ど、14近
な区内施設を マ イク凵 パ
スでご案内し ます。
日眄10月16冂、T・|¥j 9　
時311勺～' [ 吸・1時田丿　
天でも行い ますj

見学施設笵塲記ぷl a　
園、足、>リ、l i 掃・E煬、包　
人会館、温l l 水ソール、
兒沼代 覡彖八14】、乱市
農業 公園

対象 渦18歳以 」この¶・埋墮
な区民

定員24 呂( 多数の場 昌
は 抽選)

申 込方法 往復ハガ キに
庄所、氏 名、年齢、電
話忝弓、「施設見学会 參
加希望」と明記のこと
口丶ガキ1 皎につき1　
乙に限り ます)

※ 昼食は、必 ず各自 でご
持 参く ださい。
申 込期限9 月25日( 当
口消印Iでj・効・

申 込・問 合せ先 広聴 係
(〒120 千住1- 4- 　1
印

シ

リ ー ズ

特
別
区
の
制
度
改
革

明
日
の
足
立
区
を
考
え
る

こ
れ
ま
で
は
、
特
別
区
の
制

度
改
革
を
、
事
務
配
分
、
財
政

面
か
ら
み
て
き
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
最
後
の
今
回
は
、

制
度
改
革
に
よ
っ
て
足
立
区
は

ど
う
な
る
の
か
を
ま
と
め
、
将

来
の
姿
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。Q

制
度
改
革
に
つ
い
て

聞
い
て
癶
ま
し
た
が
、

今
の
ま
ま
で
は
、
何
か
間
嘔
な

の
か
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

A
現
在
の
2
3
ぼ
は
、
区

民
の
選
挙
に
よ
る
区
長

と
議
会
を
も
ち
、
市
と
同
じ
よ

う
な
役
剤
を
粱
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
巾
と
は
い
ろ
い

ろ
な
而
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
市
は
、
晋
通
地
方
。公

共
団
体
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
2
3

区
は
自
治
権
が
制
限
さ
れ
た

特
別
地
方
公
共
団
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
市
と
県
は
独
立
し

た
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
区
は

都
の
内
部
団
体
の
よ
う
な
位
置

づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
合
理
を
な
く

し
、
真
に
自
立
し
た
基
礎
的
自

治
体
と
な
り
、
自
主
性
を
も
っ

た
区
政
を
祐
う
た
め
に
、
制
度

改
革
か
必
要
な
の
で
す
。

Q
市
に
な
る
と
、
私
た

ち
の
乍
活
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
で
す
か
。

A
市
と
同
じ
口
治
体
に

な
る
と
、
現
在
制
で
行

つ
て
い
る
仕
事
で
区
民
に
身
近

な
も
の
は
、
大
部
分
が
区
の
仕

箏
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
生
活
に
密
概

し
た
区
民
の
い
ろ
い
ろ
な
要
望

に
累
早
く
対
応
で
き
区
民
に
最

も
身
近
な
政
府
と
し
て
、
き
め

細
か
な
配
慮
が
で
き
ま
す
。

ま
た
財
政
上
も
自
主
性
を
も

つ
た
運
営
か
で
癶
る
よ
う
に
な

り
、
足
立
区
の
特
性
に
あ
っ
た

施
策
か
可
能
に
な
り
ま
す
。

Q
制
度
改
革
に
よ
っ
て

足
立
区
の
将
来
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
独
立
し
た
基
礎
的
自

治
体
に
な
れ
ば
、
よ
り

よ
い
足
立
区
を
築
ぐ
基
礎
が
で

き
る
と
考
兄
ら
れ
ま
す
。

今
峻
2
1世
紀
へ
向
け
て
、
高

慶
情
報
化
、
高
齢
化
、
価
賍
観

の
多
様
化
な
ど
、
区
政
を
と
り

ま
く
喃
勢
は
、
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
代
の
波
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
に
は
、
区
と
区
民
の
皆

さ
ん
と
で
力
'
哭
。
わ
せ
、
足
立

区
と
し
て
の
自
主
的
な
創
造
力

と
主
体
性
を
卜
分
に
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
足
立
区

の
特
性
を
乍
か
し
た
、
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
真
に
自
立

し
た
足
立
区
へ
向
け
て
、
制
度

改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
A

企
画
課
V

郷
土
資
料館

郷
土 資

料
館

来

年

の 開館 に向 け

て

着

々 と 建設進行中

玄関口

東渕江橋が完成

郷
土
資
料
館
へ
の
入
口
と
な
る
東
溯
江
橋
。

駱
西
用
水
に
か
か
る
こ
の
橋
は
、
郷
土
資
料
館

の
景
観
と
も
調
和
す
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま

し
た
。
僑
の
レ
リ
ー
フ
は
、
し
ょ
う
ぶ
の
花
と

安
I
*広
嗷
の
絵
が
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
、
水
と
か

か
わ
り
の
深
い
・足
立
区
の
歴
史
を
表
わ
し
て
い

ま
す
。

郷
上
資
料
館
の
展
示
で
は
、
先
日
公
開
さ
れ

た
千
哇
1
丁
目
の
山
車
と
千
庄
宿
の
僕
型
か
メ

ー
ン
と
な
る
f
定
で
す
。

建
設
地
は
、
大
谷
田
5
丁
目
2
0番
。

※ 現 在
、檎は郷土

資料館工事のた
め シートでおおってあ ります。

正面からみた郷土資料綰完成予想図

昔使った生活用品を集めてい ます
ご協力 をお願いし ます。

連絡先= 郷土資料館開設準備担当

▼ 蓄音機( 舩律金松さん礎供j

▲ せい ろ( 鹿浜中学 校提供)
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やさしさと思いやりの運転を
秋の全国交通安全運動

9 月 21日 ～ 30 日

9
月
9
1一日
か
ら
9
月
3
0日
ま
で
の
1
0日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
か
実
施
さ

れ
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
区
と
関
係
各
機
関
が
協
力
し
て
交
通
事
故
防
止
と
交
通
公
害
防
止

の
徹
底
に
向
け
て
、
各
種
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

区
内
で
昨
年
1
年
間
に
起
き
た
交
通
事
故
は
千
Ⅲ
件
を
数
え
2
3人
も
の
尊
い
生
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
6
月
3
0日
現
在
、
す
で
に
事
故
件
数
千
3
6件
、
死
亡
8

人
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
昨
年
同
期
と
比
べ
て
、
死
亡
数
で
5

人
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
事
故
件
数
で
み
る
と
1
5
6件
の
増
加
と
な
り
、
昭
和
5
3年
以
降
続

い
て
い
る
全
国
的
な
増
加
傾
向
奮

ご
ら
に
更
新
し
か
ね
な
い
勢
い
で
す
。

交
通
事
故
の
防
止
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
と
交
通

逎
徳
の
高
揚
が
大
切
で
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
以
上
、

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

な
お
9
月
に
は
、
7
月
5
日
に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
の
一
部
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
の
又

早
急
に
新
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

、交差点では細心の注意を!

重 点 目 標
◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

◎
若
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

◎
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事

故
防
止

◎
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上

道路交通法の

一部が変わりました

今回の遭路交通法の 主な 改正点 は次
のとおりです。
▽ シート ベルトの着用義 務
▽ 迷惑騒音運転の禁止( 空ぶ かし 等)
▽ 初心者運転者の2 人乗り 禁止( 自 動
二輪) ………以上9 月1 日施行

▽ ヘ ルメットの着用義務………昭和61年
7 月5 日施行

▽ 原動機付自転車の2 段階右折
▽ 初心者運転者の違反講習………以 上昭
和61年1 月1 日施行

▽ 違 法駐車車両の処分……… 7 月25日施
行

≪区役所交通安全対策課、 千住 、西新
井・綾瀬警察署≫

福祉事務所

の相談

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と

一
度
相
談
く
だ
さ
い

各
種
相
談

コ

ー

ナ

ー

身
体
に
障
害
の

あ
る
方
に

身
体
上
な
ん
ら
か
の
障
害
の
あ

る
方
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
司
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
や
更
生
医
療
の
給
付
、
家
庭
奉

仕
騎
等
の
派
遣
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の

こ
と
で
お
困
り
の
方
に

哨
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
の
援

護
施
設
へ
の
入
所
、
「
愛
の
手
帳
」

の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
、
精
神
薄

弱
者
福
祉
司
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。母

子
家
庭
の
方
に

相
談

母
子
相
談
員
が
2
0
歳
未
満

の
児
童
の
い
る
母
子
家
庭
の
経

済
上
の
問
題
、
児
童
の
就
学
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
助
威

を
目
的
に
、
事
業
開
始
・
継
続

資
金
、
住
宅
補
修
金
、
就
職
・

就
学
支
度
金
な
ど
煢

必
要
に

応
じ
て
貸
し
付
け
ま
す

母
子
寮

生
活
環
境
を
変
え
て
児

童
を
養
育
し
た
い
母
子
家
庭
の

方
に
母
子
寮
入
所
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
急
に
宿
泊
先
の

な
く
な
っ
た
母
子
に
、
一
時
的

な
宿
所
を
提
供
し
、
生
活
相
談

に
応
じ
る
一
時
保
護
所
も
あ
り

ま
す

単
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

指
定
の

S
民
宿
舎
を
年
1
回
。1
泊
2
　

口
に
限
り
、
無
料
で
利
用
で
き

ま
す

単
親
家
庭
家
事
援
助
者
派
遣

観

の
祠
気
や
け
が
の
た
め
、
児
童

の
世
話
に
困
っ
た
時
、
介
護
人

を
派
遣
し
ま
す

ご
婦
人
の
方
に

大
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
か
ら
逃

れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る
婦

人
や
、
複
雑
な
問
題
を
か
か
え
て

困
っ
て
い
る
婦
人
を
対
象
に
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

児

童

相

談

児
童
福
祉
司
が
子
供
の
養
育
、

障
害
児
な
ど
子
供
の
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日

毎
週
月
・
木
曜
日
、
午

前
9
時
土
止
午
(
中
部
福
祉
事

務
所
は
木
曜
日
の
み
)

家

庭

相

談

家
庭
相
談
員
は
、
家
庭
内
の
悩

み
ご
と
な
ど
の
聞
き
役
、
相
談
相

手
で
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　

午
後
1
時
～
5
時

生

活

保

護

病
気
な
ど
の
理
由
か
ら
働
け
な

く
な
り
、
収
入
が
減
っ
た
た
め
生

活
費
や
、
医
療
費
に
お
困
り
の
方

に
は
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

老
人
の
方
に

老
人
福
祉
指
導
主
事
が
老
人
ホ

ー
ム
へ
の
入
所
、
家
庭
奉
仕
員
等

の
派
遣
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ろ
う
あ
者
の
方
に

手
話
通
訳
者
が
、
ろ
う
あ
者
の

方
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
各
福
祉
事
務
所
の

相
談
日
が
毎
月
第
4
木
曜
日
(
休

・
祭
日
に
当
た
っ
た
と
き
は
翌

日
)
、午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず

れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所
へ

。

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
の
悩
み
を
お
持

ち
の
方
に
対
し
、
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
も
つ
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
相

談
に
応
じ
ま
す

。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で

、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
興
野
保
育
園
(

西
新
井
本
町

4
-
1
9
1
2
3
　
瞋
3
2
0
0
)
　

・・・
毎
週
月
・
土
曜
日

▽
観
隣
館
保
育
園
(

梅
田
4
j
　
2
9
j
6

　
捌
3
8
6
0
)

・・・

毎
週
水
・
金
曜
日

※
相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
相
談

日
の
午
前
9
時
I
午
後
5
時
。

相
談
方
法

面
接
幸
死

は
電
話

問
合
せ
先

児
童
福
祉
係

お
子
さ
ん
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
へ

教
育
相
談
室

教
育
相
談
係
で
は
、
お
子
さ
ん

の
教
育
上
の
問
題
(
登
校
拒
否
、

非
行
、
友
人
関
係
な
ど
教
育
に
関

す
る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結
構
で

す
)
に
つ
い
て
の
相
談
を
う
け
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は

秘
密
を
守
り
ま
す
。

▽
電
話
に
よ
る
教
育
相
談

日
時
火
曜
日
I
金
曜
日
午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時
　
M
7
8
　

6
7
(
(
(
ヨ
ナ
ヤ
ム
ナ
)

▽
面
接
に
よ
る
相
談

日
時
月
曜
日
～
土
曜
日
午
前
　

9
時
～
午
後
5
時
(
た
だ
し
土
　

曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

係

　
鰯
9
5
3
1

0
教
育
相
談
東
部
分
室

日
時
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
　

9
時
I
午
後
4
時

場
所
北
三
谷
小
学
校
内
　
a

国

民

年

金

相

談

国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や
制

度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知
り
た

い
方
の
た
め
に
、
国
民
年
金
相
談

を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、質
問
、

相
談
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
日
(
水
)
、午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

区
役
所
2
階
ホ
1
ル

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
適
用
係

福祉事業あんない
お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳

・
愛
の
手
帳

身
体
障
害
者
手
帳

身
体
障
害
者
(
児
)
の
方
に
、

い
ろ
い
ろ
な
更
生
援
護
を
受
け

る
た
め
の
手
帳
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

手
帳
を
交
付
さ
れ
る
と
そ
の

障
害
の
程
度
に
よ
り
、
補
装
賜

の
給
付
や
、
交
通
機
関
の
料
金

創
引
、
各
種
の
税
の
減
免
な
ど

の
援
護
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

申
請
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所

愛
の
手
帳

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
に
、

い
ろ
い
ろ
な
更
生
援
護
を
受

け
、
ま
た
、
社
会
の
理
解
と
協

力
を
深
め
る
た
め
の
手
帳
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
手
帳
を
お
持

ち
に
な
る
と
、
交
通
機
関
の
料

金
割
引
や
各
種
の
税
の
減
免
な

ど
の
援
護
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

申
請
先

▽
1
8歳
未
尚
の
方
・
:

東
京
都
足
立
児
童
相
談
所

(
〒
1
2
3西
新
井
本
町
3
-
8
　
1
4

　
刪
1
1
8
1
)
　

▽
1
8歳
以
上
の
方
・
:東
京
都

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
〒
1
6
2新
宿
区
戸
山
3
-
1
7
　
-
2

　
助
6
1
4
1
)

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所

無
料
乗
車
券

を
交
付
し
ま
す

都
営
交
通
機
関
に
乗
車
で
き

る
新
し
い
劵
を
、
次
の
方
へ
、

交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象

①
身
体
障
害
者
…
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者
(
1
1

6
級
)
②
精
神
薄
弱
者
・
・
壹

の
手
帳
所
持
者
(
1
～
4
度
)

③
戦
傷
病
者
・
・
・
戦
傷
病
者
手

帳
所
持
者
、特
別
項
屁
～
第

6
項
症
お
よ
び
第
1
款
症
～

第
5
款
症
(
第
7
・墳
症
を
含

む
)
④
原
爆
被
害
者
・・・
特
別

被
爆
者
健
康
手
帳
と
認
定
書

所
持
者
、
ま
た
は
健
康
管
理

手
当
証
書
(
認
定
者
と
被
爆

者
健
康
手
当
受
給
者
)
所
持

者
⑤
生
活
保
護
受
給
世
帯
員

…
世
帯
員
の
う
ち
1
人
⑥
母

子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
員
・
:

証
書
所
持
者
、
世
帯
員
の
う

ち
1
人
⑦
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
員
・
:児
童
扶
養
手
当

証
書
所
持
者
、
世
帯
貝
の
う

ち
1
人

申
請
方
法

手
帳
、
証
書
類
、

印
か
ん
、上
半
身
の
写
真
(
夕

テ
4
惣
χ
ヨ
コ
3
'
‘
'で6
ヵ

月
以
内
撮
影
の
正
面
無
帽
气

旧
乗
車
券
を
持
参
の
う
え
、

直
接
担
当
の
窓
口
へ

申
請
・
問
合
せ
先
①～
⑤
の
　

方
は
管
轄
の
福
祉
事
務
所
、

⑤
の
方
は
給
付
係
、
⑦
の
方

は
児
童
手
当
係
へ

12
月
の
利
用
あ
ん
な
い

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

申
し
込
み
は
、
―
保
養
所
I

グ
ル
ー
ブ
、(
ガ
キ
ー
枚

に
限
り
ま
す
。
ま
た
空
室
が

あ
る
場
合
は
、
利
用
日
の
3

日
前
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。(
電
話
可
)

湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」
の

1
2月
3
1日
の
利
用
は
、1
月

の
利
用
分
と
な
り
ま
す
。

※
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
は
、
修

繕
工
事
等
に
よ
り
、
臨
時
に

休
館
日
を
設
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

家
屋
等
を
新
築
・
改
築

さ

れ

た

方

へ

庄
居
表
示
実
施
区
内
に
家

屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方

は
、
僅
所
を
付
け
る
た
め
の

届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
と
正
し

い
住
所
が
付
け
ら
れ
ず
、
転

入
・
転
居
届
が
で
き
ま
せ

ん
。
届
出
に
は
、
建
築
確
認

霽
一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ
先

住
居
表

示
係
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保健
衛生

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
予
防
接
種

小
児
マ
ヒ
・
3
種
混
合
(

ジ
フ

テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
屁

合
)
の
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
な
幼
児
、
お
よ
び

特
別
の
理
由
に
よ
り
、3

種
混
合

の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
幼
児
の
た
め
に
、2
種
混
合
(
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
)
の
予

防
接
種
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま

す
。

□
小
児
マ
ヒ
ワ
ク
チ
ン

対
象

▽
―
回
目
・・・
昭
和
5
7年
5
　

月
1
日
か
ら
昭
和
6
0年
4
月
3
0
　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で

、

こ
の
予
防
接
種
を
レ
度
も
受
け

て
い
な
い
幼
児

▽
2
回
目
・・・
昭
和
5
6年
H
月
1
　

日
か
ら
昭
和
5
9
年
1
0月
3
1日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、1
回

目
終
了
後
6
週
間
以
上
過
ぎ
て

い
る
幼
児

実
施
日
・
場
所

下
表
の
と
お
り

受
付
時
間

午
後
2
時
～
3

時

□
3
種
混
合

対
象

▽
I
期
(
3

回
式
)
・・・
昭

和
5
7年
1
月
1
日
か
ら
昭
和
5
8
　

年
9
月
3
0日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児
で
、
こ
の
予
防
接
種
の
1
　

期
を
呉
了
し
て
い
な
い
幼
児

▽
H
期
(
I

回
式
)
…
昭
和
5
5
　

年
7
月
1
日
か
ら
昭
和
5
7
年
3
　

月
3
1日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
4
　

で
I
期
終
了
後
1
年
以
上
過
ぎ

て
い
る
幼
児

接
種
日
1
0

月
2
日
(
水
)
、
1
0月

3
0日
(
水
)
、
H
月
2
7日
(
水
)
、

1
2月
1
8日
(
水
)
、
時
間
は
い
ず

れ
も
、
午
後
2
時
～
3

時

接
種
場
所

「
本
院
は
定
期
予
防

接
種
実
施
医
療
機
関
で
す
」
の

掲
示
の
あ
る
区
内
指
定
医
療
機

関
□
2
種
混
合

対
象

▽
I
期
・
:生
後
2
4ヵ
月
か

ら
7
2ヵ
月
禾
満
の
幼
児

▽
H
期
・
:―
期
終
了
後
1
2ヵ

月

か
ら
1
8ヵ
月
ま
で
の
幼
児
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
幼
児

▼
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
な
幼
児

▼
特
別
の
理
由
に
よ
り
、
3
種

混
合
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
幼
児

接
種
日
1
0

月
1

日
(
火
)
、
1
0月

2
9日
(
火
)
、
1
1月
2
6日
(
火
)
、

1
2
月
1
7
日
(
火
)
、
時
間
は
い
ず
　

れ
甎
午
後
2
時～
3
時

接
種
場
所

足
立
保
健
所

◎
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な

い
幼
児

▽
発
熱
し
て
い
る
幼
児
書
た
は
著

し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
幼
児

▽
心
臓
血
管
系
疾
患
、・腎
臓
疾
思
、

肝
臓
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
幼

児
(
当
該
疾
患
が
急
性
期
も
し

く
は
増
悪
期
又
は
活
動
期
に
あ

る
幼
児
)

▽
接
種
し
よ
'
?
と
す
る
予
防
接
種
　

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
異
常

な
副
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
幼
児
、
ま
た
は
そ
の
お
そ

れ
の
あ
る
幼
児

▽
接
種
前
1

年
以
内
に
け
い
れ
ん

(ひ
き
つ
け
)
を
起
こ
し
た
幼

児
▽
小
児
マ
ヒ
予
防
接
種
に
あ
っ
て

は
前
記
の
ほ
か
、
下
痢
を
し
て

い
る
幼
児

A
ご
注
意
V
2

種
以
上
の
予
防

接
種
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
幼

児
は
、
事
前
に
必
ず
保
健
所
、

ま
た
は
保
健
予
防
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
当
日
、

体
温
を
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

保
健
予
防
係
、
足
立

保
健
所
業
務
係
、
千
住
保
健
所

業
務
係

1
0月
の

献
血
日
程

▽
3
日
(
木
)
…
青
木
信
用
金
廈

足
立
支
店
(
一
ツ
家
2
-
1
0
)

▽
6
日
(
日
)
・・・
西
新
井
駅
東
口

▽
9
日
(
水
)
・・・西
新
井
駅
西
口

本
木
小
学
校

▽
1
4日
(
月
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

▽
1
6日
(
水
)
・・・
溯
江
小
学
校

▽
2
1日
(
月
)
・・・
竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
3日
(
水
)

。・・
北
足
立
市
場

▽
2
6日
(
土
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

西
新
井
駅
東
口

▽
2
9日
(
火
)
・・・
六
木
小
学
校

▽
3
0日
(
水
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

※
献
血
受
付
時
間
は
、
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
3
時
3
0分
(
昼
食
休
憩

時
間
を
除
く
)
ま
で
。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
(

　
6
9
3
5
7
0
1
)
ま

た
は
保
健
予
防
係

小児マヒ生ワ クチン接種会場

電話番号・所在地一覧

足
|
瓜
呎
t j ¶

) 7一
戸 　855一4151

干 几
イj l川!

¶ 所
　888- 4277

4・讐? 閃 閃 　880- 1165

東$*13- 12- 9 所 　606- 4171
气MJ 髫 　896- 40叫

緑濃い静寂の町　てらまち

散
歩
み
ち

区
内
で
は
、
屋
敷
林
な
ど

ま
と
ま
っ
た
緑
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、こ
こ
伊
興
町
狭
間
地
区
は

、寺
院
が
集
ま
り
、

閑
静
で
縁
の
多
い
た
た
ず
ま
い
を
兒
せ
て
い
ま
す
。
、

大
正
1
2年
の
関
東
大
震
災
の
浚
、
人
家
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
こ
の
地
区
に
、
都
内
の
寺
院
が
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
呎

土
地
の
人
々
の
間
か
ら
誰
言
う
と
な
く
「
て
ら
ま

ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
、
バ
ス
伴
に
ま

で
名
を
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し
爬

寺
院
の
中
に
は
、浮
世
絵
の
大
家
、W
縢
広
咀
(
東
岳
寺
)
、

歌
舞
伎
で
有
名
な
助
六
蒭

行
院
)
、そ
の
ほ
か
、
塩
原
多
助
、

柱
昌
院
な
ど
の
先
人
達
の
蟇
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
こ
こ
伊
興
町
一
帯
は

ぷ

興
の
遺
跡
」
で
知
ら
れ

る
ほ
ど
遺
跡
や
出
土
品
が
数
多
く
発
見
さ
れ
た
地
で
す
。

秋
の
一
日
、
史
跡
め
ぐ
り
を
か
ね
て
足
立
の
で

二
京
加

を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。(
竹
の
塚
駅
西
口
よ
り
徒
歩
1
5分
)

いたずら電話にご注意

最近、千住保健所の職貝と名の
り、いかがわしい電話をするもの
がいます。もし不審な電話があり
ましたら、保健所、保健相談所ま
でご連絡ください。

福 祉事業あ んな い

昭和61年度

保 育園 入園 児募 集
12月より受付開始

6
1年
4
月
に
、
保
育
園
入
園

を
希
望
す
る
児
童
の
受
け
付
け

を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
1
2
月
2
日
～
1
4日

受
付
場
所

庄
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
乎
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
昭
和

6
0年
度
分
住
民
税
額
が
わ
か

る
も
の
(
納
税
通
知
番
、特
別

徴
収
税
額
通
知
書
ま
た
は
課

税
証
明
書
)
▽
昭
和
5
9年
分

所
得
税
が
わ
か
る
も
の
(
な

お
、
昭
和
6
0
年
所
得
税
が
確

定
し
だ
い
、
昭
和
闃
年
分
の

も
の
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
)

▽
印
か
ん

※
本
年
度
中
の
入
所
に
つ
い
て

の
相
談
及
び
申
請
は
、
随
時
、

各
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
へ
。

第
7
回
心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー

通
所
児
・
者
運
動
会

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
通
所
訓
練
に
励
ん
で
い
る

通
所
児
・
者
の
運
動
会
を
閧
催

し
ま
す
の
で

、
み
な
さ
ん
で
ご

覧
下
さ
い
。

日
時
9
月
2
7
日
(
金
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
2
時
3
0
分

鳩
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
大
体
育
室

問
合
せ
先

心
身
障
害
福
祉
セ

ン
タ
1

　
8
8
3
6
1
7
1

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

説
明
会

目
の
不
自
由
な
方
の
手
助
け

牽
歹
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
募

集
中
で
す
か
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
活
動
し
て
み
ぶ
っ
と

思
わ
れ
る
方
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
9
月
2
5
日
(
水
)
、午
後
　
　

1
時
～
4
時
9
月
2
8
日
　
　

(
土
)
午
後
2
時
～
5
時

※
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
方
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
(
竹
の
塚
2
-
2
5
-
7
)

問
合
せ
先

区
役
所
障
害
福
祉

課
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

(　
8
8
8
1
5
5
0
)

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、

1
団
体
1
事
業
、
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は

で
き
ま
せ
ん
。

=
催
し
も
の
=

☆
秋
田
県
人
会
3
0
周
年
記
念
大
会
　

1
0
月
1
3
日
、
午
前
1
1
時
～
午
後

3
時
/
産
業
振
興
館
/

▽
加
藤
　
8
8
2
6
2
2
8

☆
I
Y
Y
記
念
茶
道
講
習
会
(
裏

千
家
)
1
0
月
9
日
か
ら
毎
週
水

曜
日
、
午
後
6
時
～
8
時
3
0
分
、

全
1
0回
/
青
年
館
/

初
心
者
、
3
0

名
/
住
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
吋
を
記
入

(
先
袒
順
)
/

〒
1
2
3西
新
#
1
1
4
-
1
7

青
年
館
内
I
Y
Y

事
務

局
茶
道
サ
ー
ク
ル
係
　
鎖
1
7
7
8
(

午
後
7
時
3
0分
I
9

時
)

=
募
集
=

☆
唄
と
三
味
線
教
室
　
毎
週
木
曜

日
、
金
曜
日
の
2
コ
ー
ス

正
午

よ
り
午
後
1
時
/
笹
本
宅
(
足
立

四
丁
目
)
/

入
会
金
2
千
円
、
月

額
2
千
円
、
教
材
費
海
円
/
▽
笹

本
(
天
野
方
)

　
8
8
9
6
6
2
7

☆
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
製
作
技
法
を

教
え
ま
す
　
毎
週
日
曜
日
、午
後

1
時
～
3
時
/
林
工
房
(
千
住
4

田
町
)
/
1
5
名
(
先
着
順
)
/

無

料
/
▽
林
　
M
2
5
9
1

☆
将
棋
教
室
　
▽
子
ど
も
教
室
・
:

毎
週
土
曜
日
。午
後
2
時
～
4
時

/
区
内
小
学
生
/
無
料
/
▽
女
性

教
室
毎
週
火
曜
日
、午
後
2
時

I
4
時
、ま
た
は
午
後
6
時
～
8

時
/
区
内
在
住
、
在
動
者
/
千
5
0
0

円
/
正
和
将
棋
ク
ラ
ブ
/
▽
日
本

将
淇
連
盟
足
立
支
部

宮
木
　
靦

☆
初
心
者
、主
婦
向
き
ジ
ャ
ズ
・

リ
ズ
ム
体
操
講
習
会
　
午
前
コ
ー

ス
(
1
0
時
～
1
1時
3
0分
)

月
I
木

曜
日
の
う
ち
1
日
、
夜
間
コ
ー
ス
(
6

時
3
0分
～
8

時
)
木
曜
日
/
太

隅
信
刷
金
庫
千
住
支
店
/
月
額
2

千
円
/
▽
山
下
　
膜
2
8
1
1

☆
日
本
舞
踊
教
室
　
火
曜
コ
ー

ス

午
後
2
時
I
3

時
3
0分
、

金
曜
コ
ー
ス

午
前
1
0時
～
1
1

時
3
0分
/
若
月
芳
江
宅
(
本
木

一
丁
目
)
/

月
額
3
千
円
/
▽

原
　
誣
6
4
1
3

☆
書
道
教
室
　
毎
月
第
2
・
3

・
4
火
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正

午
(
月
3
回
)
/

保
獵
セ
ン
タ

ー
/
月
額
2
千
襄
円
/
▽
金
山

　
巍
8
9
3
1

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
　
毎

週
月
曜
日
、
午
後
7
時
I
8

時
/

梅
島
小
学
校
体
育
館
/
入
会

金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/
往

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
/
〒
1
2
1梅
島
1
-
3
5
-
1
3

平
見
幸
子
/
▽
平

見
　
政
4
3
9
8
(

夜
間
)

☆
生
花
サ
ー
ク
ル
(
な
で
し
こ

会
)
草
月
流
　
毎
月
第
2
・
4

水
曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8

時
3
0分
/
中
央
本
町
社
会
教
育

館
/
月
額
2
千
原
円
(
花
材
費

含
)
/

▽
菊
地
　
8
5
2
0
1
7
2

☆
初
心
者
太
極
拳
教
室

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分
/
東
綾
瀬
中
学
校
体

育
館
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
2

千
円
/
▽
永
井
　
6
0
6
9
9
6
2
(

午
後
8
時
以
降
)

投
稿
先

広
報
課
(
〒

川一
千
住
1
-
4
-
1
8
)

カ ッ パ の

バッジ
発売中
(
1
0
月
1
日
ま
で
)

頒
布
価
格

▽
単
品
:
剛
円

▽
5
色
セ
ッ
ト
・・
7
0
0
円

頒
布
場
所

区
役
所
広
報
課

お
よ
び
第
2
庁
舎
管
理
係

問
合
せ
先

広
報
課
、
ま
た

は
、
都
・
生
活
文
化
暘
文

化
事
業
課
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催 し 物

募 集

受
講
生
募
集

成
人
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
　
映
画
を
楽
し
む

日
程
・
内
容

左
下
表
の
と
お
り

場
所

中
央
本
町
社
会
教
育
館

対
象

区
内
在
住
・
在
動
者

講
師

映
画
評
論
家
・
筈
見
有
弘

氏
(
朝
日
新
聞
テ
レ
ビ
映
画
欄

担
当
中
)

定
員
4
0

名
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費

は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
、「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
受

講
希
望
」
と
記
入
の
う
疋
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
9

月
2
7日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

文
化
係
(
干

圀
干
住
1
-
4
-
1
8
)

教
育
セ
ン
タ
ー
案
内

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ー
般
投
映
　

(
9
月
・
1
0月
)

日
時

▽
毎
週
木
曜
日
・・
牛

後
6
　

時
3
0分
(
I

回
)

▽
毎
週
土

曜
日
・・・
午
後
2
時
・
3
時
3
0分

・
6
時
3
0分
(
3

回
)

題
名

恚
つ
'
』
そ
バ
レ
ー
彗
星

内
容

秋
に
見
え
る
星
々
と
、(
　

レ
ー
彗
星
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

し
ま
す

定
員

讚
名
(
各
回
先
着
順
)

費
用

▽
1
5歳
以
下
・・・
無
料

▽

1
6歳
以
上
・
:Ⅲ
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

巍
8
8
0
1

□
区
民
の
日
記
念
「映
画
と
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
特
別
投
映
会
」

日
時
1
0

月
1
日
(
火
)
、
午
前
1
0
　

時
、
午
後
1
時
3
0分
、3
時
の

3
回

内
容

▽
映
画
・・・
「
ジ
ャ
ン
グ
ル

大
帝
≒

七
羽
の
ガ
ラ
ス
」
▽
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・・・「
秋
の
星
空
」

定
員

各
回
と
も
当
日
先
着
1
7
0名

費
用

無
料

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

屆
8
8
0
1

老
人
会
館
各
種
教
室

日
時
1
0
月
～
3
月
ま
で
毎
月
2
　

回
、
午
後
1
時
～
3
時
、
た
だ

し
生
花
教
室
は
午
前
1
0時
か
ら

内
容
・
定
員

書
道
教
室
…
3
0名

(
第
2
・
4
火
曜
日
)

生
花

教
室
・・・
1
5名
(
第
2
・
4
水
曜

日
)

対
象
6
0

歳
以
上
の
区
民
で
、
各

教
室
と
も
初
心
者
(
無
料
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
か
電
話

(
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
9

月
2
7日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

a
9
7
3
2

古
代
か
ら
現
代
ま
で

日
本
女
性
史
を
た
ど
る

女
性
史
を
通
じ
て
、
歴
史
を
見

る
目
を
餐
い
ま
す
。

日
時
1
0
月
7
日
～
1
2
月
1
6
日
の
　

月
曜
日
(
9
回
)
と
、1
1
月
5
　

日
(
火
)
1
回
、い
ず
れ
も
午
　

後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

内
容

家
族
と
婚
姻
、
女
性
の
く

ら
し
、家
冫
安

性
、女
性
観
の
変

化
、日
本
の
近
代
化
と
女
性
、女

性
解
放
、
女
性
の
戦
後
史
な
ど

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

鐫
師

日
本
史
研
究
家
・
義
江
明

子
氏
、
鈴
木
裕
子
氏
他

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
男
女

定
S
3
0

名
(
抽
選
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、

「
婦
人
問
題
講
座
希
望

」と
明
記

の
弓
元

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
9

月
2
7日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
対
策
担

当
(

〒
図
千
住
1
1
4
1
1
8
)
　

第
2
回

中
央
本
町

ふ

れ

あ
い
ま

つ
り

日
時
9

月
2
8日
・
2
9日
、
午
前

9
時
～
午
後
8
時
<
体
育
館
は

2
9日
の
み
)

場
所

中
央
本
町
社
会
教
育
館

内
容

各
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
　

書
道
、
生
花
、
絵
画

、
陶
芸
、

藤
工
芸
、
茶
会
ほ
か

問
合
せ
先

中
央
本
町
社
会
教
育

館

　
8
5
2
1
4
3
1

出
場
グ
ル
ー
プ
募
集

第
1
4回
足
立
区

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

日
時
・
場
所
1
1
‥月
3
0日
(
土
)
、

午
後
L
時
か
ら
、
文
化
会
館

対
象

第
1
部
門
・・・
小
学
生

第
2
部
門
・
。・
中
学
生
第
3
部
　

門
・
・
・
一
般
(
高
校
生
も
含
む
)

演
奏
曲
目
曲
目
は
自
由
。曲
数
　

は
2
曲
以
内
と
し
、出
退
場
含
　

め
て
7
分
以
内
と
y
る
。原
則
　

と
し
て
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
、
ま
た

は
無
伴
奏
の
も
の

表
彰

郎
門
別
に
審
査
し
、
賞
状

と
記
念
品
を
授
与
、
参
加
者
に

参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
記
入

し
、1
0月
5
日
(
土
)
ま
で
に

直
接
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
　

(
申
込
み
用
紙
、
実
施
要
項
は

文
化
係
に
あ
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

文
化
係

テ
ニ
ス
抽
選
日

変
更
の
お
知
ら
せ

1
0月
分
の
庭
球
場
抽
選
会

の
日
程
を
変
更
し
ま
す
。
な

お
、
時
間
、
場
所
等
は
従
来

ど
お
り
で
す
。

変
更
前
9
月
2
3日
(
月
)
　

変
更
後
9
月
2
4日
(
火
)
　

く
わ
し
く
は
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
8
5
9
8
2
1
1
)

へ
。

成人セミナー日程表

小
出
町
・
山
ノ
内
町

友
好
だ
よ
り

8
月
6
日
か
ら
、
西
伊
興
町
内

少
年
野
球
チ
ー
ム
が
新
潟
県
小
出

町
を
訪
り

回

の
鴟
麌

畭
ふ
、

小
出
小
と
親
善
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
少
年
野
球
啻
と
お
し
て

、
友

好
を
深
め
た
一
行
は
、
近
ぐ
畆

梨
川
で
ニ
ジ
マ
ス
を
つ
か
み
ど
り

(
写
真
e
)

な
ど
大
自
然
に
ふ
れ

大
喜
び
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

一
方
、8
月
2
5日
、
長
野
県
山

ノ
内
町
で
は
大
蛇
祭
り
(
写
真

愚
)
、
ス
ゲ
笠
に
藐
う

。お
ね
P

さ
わ
や
か
美
人
の
ミ
ス
志
賀
高
原

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
色
豊
か
な
こ
の
伝
統
行
事

は
、
各
地
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ

め
い
、
見
る
者
に
深
い
感
動
を
与

え
て
い
ま
し
た
。

紅
葉
の
志
賀
高
原

を
足
立
区
民
号
で

北
千
住
駅
か
ら
足
立
区
民
号
(

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
臨
時
列
車
)

に
乗
っ
て
、
紅
葉
真
盛
り
の
長

野
県
山
ノ
内
町
の
鳫
田
中
、
渋

温
泉
の
一
泊
旅
行
に
出
か
け
ま

せ
ん
か

。

期
日
m
J

月
2
2日
～
2
3
日
(
1
　

泊
2
日
)

費
用
2

万
8
千
2
5
0円(
こ
ど

も
・・・
2
万
1
千
4
5
0円)

申
込
場
所

北
千
住
駅
旅
行
セ

ン
タ
ー

　
8
8
8
5
7
a

問
合
せ
先

企
画
課

お気軽にご参加を! 各種講座、教室

募
集
し
ま
す

第
3
8回
区
民
体
育
大
会

□
軟
式
庭
球

日
時
1
0
月
1
3日
(予
備
日
2
7日
)

午
前
9
時
～
午
後
6
時

瑪
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

競
技
種
目

男
子
(
一
般
、
成
年

壮
年
)
、女
子
二
般
、家
庭
婦

人
)
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
、

お
よ
び
区
連
盟
加
入
者

費
用
1

組
千
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
て
郵
送

申
込
期
限
9

月
3
0日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

鹿
角
正
昭

<〒
圀
千
住
柳
町
2
8
1
2
　

　
8
8
8
3
7
0
6
)

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
時
1
0
月
2
7日
午
前
9
時
開
始

場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

競
技
種
目
6

人
制
、
9
人
制
男

女
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格
1
8
歳
以
上
の
区
内
在

住
・
在
動
・
在
学
者
で
編
虞
の

チ
ー
ム

費
用
I

チ
ー
ム
2
千
円

申
込
方
法

代
表
者
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
費
用
を
添

え
て
郵
送

申
込
期
限
9

月
2
7日
(

必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

田
中
黴
行

(
〒
戀
(

町
3
-
1
0
-
1
5
　

　
瞋
3
9
9
5
)

□
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

日
時
1
0

月
6
日

、
午
前
1
0時
I
　

午
後
2
時

場
所

ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
レ
ン
ジ

競
技
種
目

タ
ー
ゲ
ッ
ト

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方

費
用

籾
円
(
当
日
会
場
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
1
0

月
4
日
(
必
著
)

申
込
・
問
合
せ
先

高
僑
秀
之

(
〒
1
2
3鹿
浜
4
1
1
1
8

口

ビ
ン
フ
ッ
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
レ

ン
ジ

　
8
5
3
4
9
1
2
)

□
硬
式
庭
球

日
時
1
0
月
2
0
日
、2
7
日
(
予
備
　

H
1
1
月
3
日
)
午
前
9
時
～
午
　

後
5
時

場
所

北
千
住
公
園
庭
球
場
ほ
か

競
技
種
目

一
般
男
女
ダ
ブ
ル

ス

、
壮
年
(
4
0
歳
以
上
)
男
子

ダ
ブ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
(
大
学
生
の
み
)
の
方

費
用

一
組
2
千
円
(
当
日
会
場

で
支
払
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
氈

技
種
目
を
記
入
し
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限
9

月
3
0日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

浦
中
和
夫

(
〒
1
2
1竹
の
塚
4
-
3
-
2
5
-
　
M

　
捌
5
5
3
6
)

□
空
手

日
時
1
0
月
2
0
日
、午
前
9
時
～
　

午
後
5
時

場
所

中
央
本
町
体
育
館

競
技
種
目

型
・
組
手
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

参
加
資
格

区
連
盟
加
盟
団
体
員

費
用

千
円
(
小
・
中
学
生
は
沺

円
)

申
込
方
法

費
用
を
添
え
、
各
団

体
一
括
し
て
直
接
申
込
み

申
込
期
限
9

月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

米
元
濟
(
〒

1
2
0
谷
中
3
-
4
1
5

　
莇
8
　
4
5
0
)

□
弓
道

日
時
1
0
月
1
3日
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

区
内
在
住
者
ま
た
は

区
連
盟
会
貝

競
技
種
目

個
人
戦
、
団
体
戦

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
1
0
月
6
日

申
込
・
問
合
せ
先

浅
賀
博
厚
　

　
8
8
1
7
1
2
0

□
な
ぎ
な
た

日
時
9

月
2
9日
午
後
1
時

場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道

場
参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動

。

在
学
(
小
学
4
年
生
以
上
)
の

方
竸
技
力
法

演
競
・
個
人
戦
、
団

体
戦

費
用

無
料

申
込
力
法

往
復
ハ
ガ
キ

申
込
期
限
9

月
2
5
E
(必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

内
田
光
子

(〒
1
2
3梅田
6
-
2
1
1
9
　

8
8
6
3
9
8
9
)

総合スポーツセンター競技会 開催日時10月10日( 木) 午前9時

● F 。;鰆! j cか9 こ、酪 戉7 ・・匸ス、バ|・・・- ポ ー1し、なきり た。sI Mj !、卓1J を夷旃弓る予足・
c・ が・ 匸ぞ・lらl j むレタ ー十|1用ぽ体| でよ る竸及会lこなりj すので、一般参加・j 出柬ま
1りu 。

● 社司八1 ・|ご! j 1 ● 目、チ ーム名 代表a 一氏R 、住陏、亀話扇 号、年齢、その他の出
廖遡卜y ・、年 ● i ,う・j , i ( f乏 入し・c下さい。

● 荵湎nl J I 人3叩円r4。( 芻り逎・アヌレチ・ンワトレーニンワを畭く)

竹の 塚温水プール 事業

● 受講 僣14、初日口 什康診齢声( 1 ヵ月以内 のも の) を必。ず鬯出し てく ださい。

掲
示
板

☆
製
靴
技
能
講
座
(
底
付
コ
ー

ス
)
-
同
和
対
策
事
業
-

日
時
1
0

月
1
8・
2
1・
2
2・
2
4
　

・
2
5・
2
8・
2
9・
3
1日
、
午

後
6
時
1
9

時
1
0分
(
無
料
)

申
込
日
時
1
0

月
7
・
8
日
、

午
前
9
時
I
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高
等

職
業
訓
練
校
台
東
分
校

m
2
9
6
1

☆
1
0
月
1
日
は
「
法
の
日
」
"

法
ま
も
る
心
が
築
く
よ
い
社

会
"

☆
地
域
巡
回
医
療
福
祉
相
談
会

日
時
・
場
所
9

月
2
2日
<
日
)
　

午
前
1
0時
～
午
後
3
時
、
心

身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

都
・
衛
牛
局
医
療

福
祉
部
医
療
計
画
係

　
2
1
2

☆
N
H
K

全
国
放
送
千
万
人
ラ

ジ
オ
体
操
祭
東
京
大
会

日
時
1
0

月
1
日
(
都
民
の
日
)
　

午
前
5
時
4
0分
～
7
時
2
0分

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
前
広
場
(
雨
天
の
場
合
は

同
体
育
館
で
室
内
履
き
持

参
)

主
催

東
京
郵
政
局
ほ
か

K. M. 240, 000


